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１．新学習指導要領における外国語活動・外国語科の目標 



・外国語活動（3,4年）改定（平成29年告示） 
 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，
外国語による聞くこと，話すことの言語活動を通して，コミュニケー
ションを図る素地となる資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。 

小学校新学習指導要領 (文部科学省, 2017a） 

現行の小学校学習指導要領における外国語活動の目標 
 外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的
な表現に慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を養う。 
                                 (文部科学省, 2008） 



(1) 外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，  
  日本語と外国語との音声の違い等に気付くとともに，外国語の 
  音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。 
 
(2) 身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり話したりして自 
  分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。 
 
(3) 外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する理解を 
  深め，相手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニ 
  ケーションを図ろうとする態度を養う。 

・外国語活動（3,4年） 



・外国語（5,6年）改定（平成29年告示） 
 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外
国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通し
て，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりする
コミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指
す 

(1)   外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなど  
   について，日本語と外国語との違いに気付き，これらの知      
   識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞く  
   こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーシ 
   ョンにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす 
   る。 



(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で 
  簡単な事柄について，聞いたり話したりするとともに，音声で十
  分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら
  読んだり，語順を意識しながら書いたりして，自分の考えや気持
  ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しな 
  がら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする
  態度を養う。

聞くこと・話すことは慣れ親しみではない ⇒ 知識を理解する
コミュニケーション能力の素地ではない ⇒ 技能を身に付ける

どのような活動を行うべきか？



２．言語活動とは？ 



◎外国語活動・外国語科における言語活動とは？ 
 
① 記録・要約・説明・論述・話し合いより基本的なもの 
 

② お互いの気持ちを伝え合う 
   ⇒ 言語形式ではなく，意味内容を含む活動 
 

③ 思考力・判断力・表現力等が活用される 
   ⇒ 情報を整理しながら考えなどを形成する 
 

④ 英語を用いて行うこと 
   ⇒ 日本語だけで情報を整理しながら考えを形成するのはダメ 
 

⑤ 言語活動ではない例 
   ： 発音練習，歌，英語の文字を機械的に書く ⇒ 練習である 

(文部科学省, 2017b） 

ペアやグループで行うコミュニケーション活動とほぼ同じ 



  Listening 
Speaking 

（Interaction) 
Speaking 
（Speech) Writing Reading Other Total 

HF1（小5） 

HF2(小6） 

LT1(小3) 

LT2(小4) 

WC1(小5) 

WC2(小6) 

SS1(中1) 

◎教科書・教材における言語活動の数は？ 

(志村, 投稿準備中） 

新教材で言語活動の数は多くない 
⇒ 自分で作る必要がある 



３．子どもたちのコミュニケーション能力を 
高める活動とは？ 



◎コミュニケーション能力とは？ 

文法的能力 
(Grammatical competence) 文法的に正しい文を用いる能力。 

談話能力  
(Discourse competence) 

単なる文の羅列ではない、意味
のある談話や文脈を理解し、作
り出す能力。 

社会言語能力  
(Sociolinguistic competence) 

社会的な文脈を判断して、状況
に応じて適切な表現を行う能力。 

方略的言語能力  
(Strategic competence) 

コミュニケーションの目的達成
のための対処能力。 

(Canale & Swain ,1980)  



( Celce-Murcia, Dörnyei & Thurrell, 1995) 



◎子どもたちのコミュニケーション能力を高める活動とは？ 
 
 1) スピーキングの活動が含まれている 
 2) ペアやグループの活動であると明示されている， 
       または，そうであると予想できる。 
  ⇒ モノローグ・スピーチ・一斉発話以外のスピーキング活動 
                                                                                                                                       (臼田他, 2009) 

 3) 学習者の興味に合った活動 
   ⇒ 学習者の動機づけを高める活動 
 4）文法や語彙ではなく，意味内容に焦点 
    が当てられている 
 5）結果として残るものがある 
 6) 活動を完了させることが目的となっている 
 7) 現実生活で使える                                                  (Willis & Willis ,2007) 

 
 

 

コミュニケーション 
タスクの定義 

コミュニケーション 
活動の定義 



・ジグソー (jigsaw) 
 
・インフォメーションギャップ (information-gap) 
 
・問題解決 (problem-solving) 
 
・意思決定 (decision-making) 
 
・意見交換 (opinion-exchange) 

◎コミュニケーションタスクの形式 
 

(Pica,Kanagy&Falodun,1993)  

 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ    
（Interaction）
の必要性 

 
難易度 

 

高 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
低 



1. Interaction(Group work)   
 ペアやグループの活動としてふさわしいか 
2. Meaning   
 第一に意味の理解や伝達に焦点を当てているか  
3. Outcome   
 活動の終わりに結果として残るものがあったり、結果が行動と

して現れたりしているか 
4. Completion(Explicitness)   
 活動の目標(goal)・完了が何かが明示されているか  
5. Authenticity   
 実生活の活動と関係があるか  

◎タスク性チェック判断基準   (臼田他, 2014) 

活動を5段階で評価 ⇒ 高い方がタスク性が高い 
              ⇒ ただし，難易度が上がる可能性あり 



４．子どもたちのやる気を引き出す活動とは？ 



◎MOLTって何？ 
Motivation  Orientation  of  Language Teaching 

(Guilloteaux & Dörnyei, 2007) 
 

・教師が授業内でどの程度学習者の動機づけを高める方略を用いて  
  いるかを測る授業分析手法 
 

・Spada and Fröhlich (1995)の 
  Communicative Orientation of Language Teaching (COLT)    
  の分析手法を参考  
  ⇒ 行動観察型のCOLT Part A の手法  
  ⇒  1分毎にコーディング，リアルタイムでの分析も可能 
 

・動機づけストラテジー 
  Dörnyei (2001) から授業分析で客観的に観察可能な動機づけ 
  
 ストラテジー25項目を抽出 
 

 
 



基本的な動機づけ
環境を作り出す 

学習開始時の 
動機づけの喚起 

動機づけの維持 

肯定的な自己評価 
の促進 

The components of motivational teaching practice in the L2 classroom (Dörnyei , 2001:29) 



◎MOLTの項目 

Observational Variables Measuring Learners’ Motivated Behavior 
 
・Teacher’s motivational practice  
     ◎Generating, maintaining, and protecting situation-specific task   
    motivation 
   ① Teacher discourse 11項目  ⇒ 教師の発話 
       ② Participation structure (P.S.) Pair work / Group work  
                   ⇒ 学習者の形態 
                 ・Activity design  7項目 ⇒ 活動のデザイン 
 
     ◎Encouraging positive retrospective self-evaluation 4項目 
                                 ⇒ フィードバックの方法 
 
・Learners’ motivated behavior 3項目 ⇒ 学習者の態度 

 



(Guilloteaux & Dörnyei, 2007:76) 



◎MOLTを応用した学習者の動機づけを高める活動の作り方 

◎ MOLTのP.S. Activity Designの項目を利用 
    ⇒ 学習者の動機づけを高める活動に改良 
+ tangible reward   具体的な報酬（評価） 

+ personalization   個別化（喚起） 

+ creative/interesting/ fantasy element   

          クリエイティブ/興味深い/自由な要素 （維持） 

+ intellectual challenge 知的な挑戦（維持） 

+ tangible task product 具体的な成果に向けた活動(維持) 

+ individual competition 個別の競争（維持） 

+ team competition  グループでの競争（基本・維持） 
 
   

(Guilloteaux & Dörnyei, 2007) 



・tangible reward      
      活動を成功させるために具体的な報酬を与える活動 
 

・personalization     
     個人の経験，感情，意見を表現させる活動 
 

・elements of creative/interesting/ fantasy element  
 学習者の関心・価値等に関連し，好奇心を刺激する活動 
 

・intellectual challenge   
     論理的思考を要する活動（パズル，発見学習など） 
 

・tangible task product   
     ポスターやパンフレット作りなど，具体的な成果に向けた活動 
 

・individual competition  個別に競い合う要素を含む活動 
 

・team competition  グループで競い合う要素を含む活動 

Activity Designの具体な活動例 (志村,2017a,b) 



5. MOLTを応用した子どもたちのやる気を引き出す 
コミュニケーション活動の作り方 



◎Hi, friends!に掲載されている活動を改良 

(Hi,friends1 p.25) 



◎Hi, friends!に掲載されている活動を改良 

(Hi,friends1 p.25) 

+ 個別競争 
たくさん集めることを
競い合う

(Hi,friends1 p.25) 

+ 具体的な成果 
自分の集めたカード
の文字を書き写すこ
とが具体的な成果と
なる



◎Hi, friends!に掲載されている活動 

(Hi,friends1 p.25) 

+ 報酬  

自分の好きなアルファベットカードが
もらえる 

+ 個別化 

自分で好きなアルファベットを選び，
絵を描かせ，同じ活動を行ってもよい 

絵がついたカードだと更にもらえると
嬉しい！ 



(Sunshine English Course 1 pp.112-113) 

◎中学校教科書に掲載されている活動(外国語科6年生でも可能)を 
  カスタマイズしてみましょう 





+ elements of creative/interesting/ 
fantasy element 

+ tangible reward 
カードを複数枚用意し，インタビュー
が終わるとカードがもらえる

+ individual competition 

早く・たくさんカードを集
めることが個別の競争
となる

表を英語でまとめる
表の列を増やす



+ personalization 

自分の好きな有名
人を調べさせカー
ドを作成

Name:    Miho Takagi 

Occupation:  Speed skater 

Age:  23 years old 
Born:  Makubetsu, 

 Hokkaido, 
 Japan 

Height:  164cm 

Favorite food: Mushrooms 

+ tangible task product 

グループで調べた有名人
のポスターを作成

+ team competition 

ポスターの完成度を
グループで競い合う



(We Can1, p.4) 

We Can!1の活動をカスタマイズしてみましょう 



(LET’S GO 4, p.45) 

LET’S GOの活動をカスタマイズ① 



(LET’S GO 5, p.49) 

LET’S GOの活動をカスタマイズ② 



６．まとめ 



MOLTを応用した子どもたちのやる気を引き出す活動 

Speaking活動の活性化につながる 
学習者の動機づけが高まる ⇒ 自律した学習者へ 

△ MOLTの要素を含む活動の注意点 
   ・ 過度な報酬や競争は逆効果 
   ・ 学習者の習熟度に合わせた負荷を与える  

◎ 授業研究後のインタビュー 
 A先生：生徒のモチベーションを高めるような授業になっているか興味がある。 
 B先生：授業で生徒の動機づけをどのように高めることができるかに興味がある。 
                                            (Sano, Katagiri, Sakai& Shimura, 2017) 

MOLTの要素を含んだ活動が教育現場で求められているのでは？ 
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